








































































































































































カテゴリー 対象学部 必修・選択 履修期間 単位数
スポーッ・健康科学1 文学部・理学部1年次 必修 通年 2
スポーッ・健康科学H 理学部2年次 必修 通年 2
スポーツ・健康科学ma 全学部 選択 半期 1
スポーツ・健康科学Ilb 全学部 選択 集中 1



















































野外三教育 Stuff 学生 f－campus教職員 OB10G 計
サイクリング 55（11） 370（187） 58（37） 53（14） 35（14） 571（263）
キャンプ 34（14） 241（112） 13（8） 7（4） 6（0） 301（138）
トレッキング　他 41（7） 159（91） 18（16） 11（7） 6（1） 235（122）





































































































































































活　動　名 期　間 場　所 学生数（他）
GONGOVA1）2009　X＆Y2009．3．1－19タイ王国バンホエケアボン他
GONGOVA1）2009 2009．8．2－13タイ王国バンホエヒンラートナイ他
GGプロジェクト2）2008 2008．8．4－13サハリン（樺太） 13（5）
GGGプロジェクト3）20092009．8．14－23小笠原諸島父島 17（7）
GGGプロジェクト3〕20102010．8．7－23中国内モンゴル自治区 22（5）
GGGプロジェクト3）20114）2011．8．8－22中国内モンゴル自治区 30（6）
学習院東日本大震災復興支援 2011．7．17－23久慈、野田、宮古 65（10）
1）Gakushuin　Overseas　NGO　Volunteer　Activity（学習院海外NGOボランティア活動）
2）Gakushuin　Genki　Project（学習院元気プロジェクト）
3）Gakushuin　Green　Genki　Project（学習院グリーン元気プロジェクト）
4）経営学特殊講義（集中2単位）
及び熱帯養蜂農業導入プロジェクトに対するフォ
ローアップ作業を実施した。山村滞在期間は3月
2日から9日であった。バン・フェイケオボン村
は41戸、人口180名、バン・ホエチャンレック村
は35戸、人口130名、バン・フェイヒンラートナ
イ村は21戸、人口95名であった。引率教員は川嶋
辰彦経済学部教授の下、上田隆穂経済学部教授と
筆者であった。
b）　第14回　GONGOA　2009
　2009年8月1日から17日までバン・フェイヒン
ラートナイ村（白カレン族）で簡易水道用貯水槽
3基建設、フォレスト・カレンダー森林環境教育
プロジェクト、樹木の植栽試験・樹種選抜試験プ
ロジェクト、森林農業生産保管・加工（主に茶葉）
用兼共同集会用の屋社建設、換金性果実樹木・換
金性根茎樹木の苗木移植（タケ、パーム、バナナ
など）、村落への接近道路普請、及び熱帯養蜂農業
導入プロジェクトに対するフォローアップ作業を
行った。山村滞在期間は8月2日から13日、引
率教員は川嶋辰彦経済学部教授の下、上田隆穂経
済学部教授と紙谷雅子法学部教授と筆者であった。
2　GGGプロジェクト（学習院グリーン元気プロ
ジェクト：Gakushuin　Green　Genki　Project）関連
a）学習院元気グリーンプロジェクト2009
　学習院の校威発揚のための学校法人学習院教育
企画事業である。
　学生の自己啓発、生きる力の創生、達成感、連
帯感など人間性の高揚、現地住民との交流、ボラ
ンティア活動の体験と社会貢献を目的として、世
界遺産登録を目指していた小笠原列島父島でサイ
クリング活動、戦争遺物の視察訪問、南島の視察
などを行った他、外来種グリーンアノール（トカ
ゲ）の駆除、ウミガメのプールの清掃、卵の穴埋
め、ウミガメの放流などのボランティア活動を8
月14日から23日まで9泊10日で実施した。引率教
員は上田隆穂経済学部教授の下、筆者を含む3名、
計4名、参加学生20余名であった。
b）　学習院元気グリーンプロジェクト2010
c）　学習院元気グリーンプロジェクト2011
　学生の自己啓発、生きる力の創生、達成感、連
帯感など人間性の高揚、現地学生との国際交流、
ボランティア活動の体験と国際貢献を目的として、
中華人民共和国内モンゴル自治区でボランティア
活動とサイクリング、地元学生との交流を2週間
にわたって実施した。ボランティア活動は通遼近
効ナイマン旗郊外の砂地での地元農家と協力を仰
いでの換金植物サジーと松の苗木の植林、学生交
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流は通遼の内モンゴル民族大学、フフホトの内モ
ンゴル大学と行った。サイクリングはフフホトを
起点に250kmほどをホームステイ、ゲルでの宿泊を
しながら4泊5日のツアー形式で実施した。2010
年は盧溝橋、2011年は南京大虐殺記念館の訪問、
残留日本人孤児の体験談の聴講なども行った。20
10年は8月7日から23日、2011年は8月8日から
22日までの間実施した。引率教員は引率教員は上
田隆穂経済学部教授の下、筆者を含む3名、計4
名、参加学生はそれぞれ30余名であった。
3　学習院大学東日本大震災復興支援ボランティ
　ア活動2011
　2011年7月17日から23日まで学習院企画として
大学生を募集して東日本大震災復興支援ボランテ
ィア活動を、岩手県久慈市を中心に野田村、宮古
市で学生65名を引率して実施した。自己完結型の
活動を目指し、宿泊は岩手山地の奥の平庭山荘で
の自炊、交通手段は東京からの往復、被災地への
通いもチャーターして行った。久慈市では文化施
設の水族館の清掃、公園での植林、瓦礫の撤去、
野田村、宮古市では避難所でのアロマハンドセラ
ピー、炊き出し、瓦礫の撤去などを行った。引率
教員は筆者を含む5名、教職員スタッフ4名であ
った。
〔補追〕
　この論文の一部は学習院大学計算機センター戦
略枠事業「野外教育推進のための授業紹介Web
教材の作成一生きる力の創生を目指した野外3授
業（サイクリング・キャンプ・アウトドアスポー
ッ）の推進教材作成一」の報告書（筆者著）に加
筆して引用した。
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